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ごうちゃんねる（GO-CHANNEL） 2022/11/19

―異端をあぶり出すハルマゲドン戦争ー
黙示録 16 章

東住吉キリスト集会 高原 剛一郎 氏
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お元気ですか。高原剛一郎です。今日はあっさり黙示録の 41回目。
そして、ハルマゲドン戦争解説の 3回目です。

昔ハリウッド映画に『アルマゲドン』という映画がありました。
ギリシア語のハルマゲドンを英語読みにするとアルマゲドン。
“小惑星が地球に激突する。激突したら人類が滅亡してしまう。
それを何とか回避するために、主人公がこの小惑星に行き、核兵器を使って
これを真二つに割って軌道を変える“ という映画です。

アルマゲドンというタイトルですが、聖書預言とは何の関係もない映画でした。

にも拘らず、なぜ黙示録に出て来る「ハルマゲドン/アルマゲドン」という言葉を使ったのか。
ハルマゲドン/アルマゲドンという言葉に、人類滅亡のイメージが付いているからです。
しかし黙示録を見ると、ハルマゲドン戦争は人類滅亡の戦争ではなく、悪が滅亡する戦争です。
一般に理解されているハルマゲドンのイメージと、聖書そのものが語っているメッセージはちょ
っと違う。そこで今日は、聖書はハルマゲドン戦争について何と語っているのか説明します。

黙示録16章
16こうして汚（けが）れた霊どもは、ヘブル語でハルマゲドンと呼ばれる場所に王たちを集めた。
ここから 3つのポイントでお話しましょう。

1）ハルマゲドンとは何か
地名です。ヘブル語でハルマゲドン。正確なヘブル語読みはハルメギド。
ハルは山。メギドはイスラエル最大の平地。

やや上にキンネレテの海（ガリラヤ湖）がありますね。
その南東に赤い三角形があります。
ここは3つの山（カルメル山・ギルボア山・タボル山）に囲ま
れたほぼ正三角形で、一辺 33㎞・面積 250㎢。
ガリラヤのすぐ南にある、日本なら関東平野のように広い平原。
ここがメギドです。これにハル（山）が付いてハルメギド。
メギドの平原に立つと3つの山が見えるんです。

“カルメル山・ギルボア山・タボル山の山々に囲まれた平原” でハルメギドではないかと思います。

2）ハルマゲドンは何のための場所か
16こうして汚れた霊どもは、ヘブル語でハルマゲドンと呼ばれる場所に王たちを集めた。
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よく ”ハルマゲドン戦争” と言いますが、それは少し誤解を生む言葉です。
ハルマゲドンの場所は戦場ではなく、反キリストの命令に従った世界中の王たちの軍隊が集合す
る場所だからです。集合場所なんです。
ハルマゲドンに一度集まって、そして最終的な戦場に向かって行くんですね。
ここに集まるのは、イスラエルの重要な二大幹線ルートが交差している場所だからです。

では、ハルマゲドン戦争の戦場はどこでしょうか。2つあります。ボツラとエルサレム。
ボツラとエルサレムに軍隊が下って行く前に、一度全員集合する場所がハルマゲドンなんですね。

3）ハルマゲドン戦争が起こるタイミングはいつなのか
ハルマゲドンに集合して、すぐ戦争が起こります。
黙示録 16章は、7年間の艱難時代の最終局面に起こる 7つの鉢の裁きの解説です。
なので、この戦争は 7年間の艱難時代のほぼほぼ最後の日、終末の終末に起こる戦争だと分かり
ますが、それが西暦のいつなのかということは誰も分かりません。
艱難時代がいつ始まるのか、誰も知らないからです。

まだ艱難時代に入ってません。艱難時代は反キリストとイスラエルが 7年契約を結んだ当日から
スタートしますが、契約締結がいつなのか誰も分からない。
だから、西暦何年何月何日かは誰にも分かりません。分かるはずがない。

ところが、ハルマゲドン戦争を予言した団体・その指導者たちがいるんですね。
エホバの証人（ものみの塔）です。このグループは家庭訪問などをして「聖書を学んでみません
か。」物腰が柔らかで、非常に礼儀正しい言葉遣いでアプローチするので、つい心を許して「聖
書は世界のベストセラーだし、一度勉強してもいいかな」なんて思う人は家に上げてしまったり
するかも。やめてくださいね。
「聖書の勉強しませんか。」まず、しません。何を勉強するのか。この組織が持って来た小冊子
『目ざめよ』の勉強。聖書そのものの勉強は、まずしません。

そして、この小冊子にも書いてあり、しばしば彼らの口から言われることが「神は正しい進路の
伝達経路としてエホバの証人を選んだ。神が選んだ伝達経路/エホバの証人を通してでない限り、
聖書をどれだけたくさん読んでも、いのちに至る道に進むことはできない。この組織を通しての
み、いのちに至る道に進むことができる。」

ようそんなこと言いますね。だって、キリストが言われているようなことを言っているんですよ。
キリストは言われました。「わたしを通してでなければ、だれも父のもとに行くことはできませ
ん。」
エホバの証人は「我々だけが正しい伝達経路。我々を通らなければ、だれもいのちの道に行くこ
とはできない。」いつからキリストになったんですか?! そんな言い草ですよ。

エホバの証人は今まで何度も何度も、ハルマゲドン戦争を予言しているんです。
初代会長チャールズ･ラッセル（1852-1916）は、1914 年にハルマゲドン戦争が起こると予言。
しかし、起こりませんでした。そして、2年後に死にました。
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2 代目会長ラザフォード（1869-1942）は 1941 年 9 月 15 日に、ハルマゲドン戦争まであと数か
月と予言。しかし、1941 年 何も起こりませんでした。そして、1年後に死にました。
3代目会長ノアは 1975年にハルマゲドン戦争が起こると予言。しかし、起こりませんでした。
そして、2年後に死にました。

この 3人の会長たちは予測したのではなく予言したんです。その上で外しました。
正しい伝達経路なら外さないはずです。外したということは、正しい伝達経路でないばかりか、
これは偽預言者なんですよ。絶対に聞いたらあかん人たちの類なんです。

申命記18章。非常に重要な箇所です。
20 ただし、預言者であっても、わたしが告げよと命じていないことを、不遜にもわたしの名によ
って告げたり、あるいは、ほかの神々の名によって告げたりする者がいるなら、その預言者は死
ななければならない。死刑にしろと言ってるんです。

21 あなたが心の中で、「私たちは主が語られたのではないことばを、どのようにして知ることが
できるだろうか」と言うような場合、

22預言者が主の名によって語っても、そのことが起こらず、実現しないなら、それは主が語られ
たことばではない。その預言者が不遜にもそれを語ったのである。彼におびえることはない。

3人の会長以外にも、何回も何回もハルマゲドン戦争の予言をして、外し続けている団体がエホバ
の証人なのです。彼らは断じて神の伝達経路などではない。
旧約聖書の基準に照らすなら、死刑に値するわけです。少なくとも偽預言者なんですね。

エホバの証人だけではないんです。キリスト教会の看板を上げてるからといって、安心しないで
ください。建物は立派なキリスト教会だとしても、中身が全然聖書的ではないという、おかしな
カルト的キリスト教団体が世の中に腐るほどあるからです。
本当に聖書を正しく解釈して、それを告げているかどうかについては注意しなければなりません。

もし私が話していることの中でおかしいということがあれば、私は真実を知りたいと思っている
ので、ぜひ教えていただきたいと思います。私は本当のことを知りたいと思っています。
自分が全く正しいと思ってませんが、目下のところ、聖書的であると確信できる部分についてお
話しています。もし詳しい方がおられるなら、ぜひご教示いただきたいと思います。

私はメギドの平原に何回も行きました。ここにテル･メギドという世界遺産があります。
テルは丘という意味ですが、自然の丘ではありません。
昔 町があった所が崩されて瓦礫になり、その上に町を造り、
また崩されて町になる。崩される。町になる。
こうして何層にも積み上げられて丘になるんですね。
そのようにして出来た人工の丘がテル。

テル･メギドは現在国立公園になっていて、聖書時代にここに住んでいた人たちの様々な遺跡が出
て来ています。
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テル･メギドの模式図です。展望台がありますね（赤の矢印）。
ここに立つと、360度全部見渡すことができます。
この見晴らしの良い場所に立った時、ナザレが見えるのです。

ナザレはイエスが30歳になるまで生活なさった寒村です。
メギドからナザレが見えるということは、ナザレからもメギドが見えた。
イエスは 30 歳になるまでの間、人類最終戦争の集合場所をご覧になり
ながら育ったのです。
そのことはイエスの心をどんなに痛めたでしょうか。
「神はすべての人が救われて、真理を知るようになるのを望んでおられ
る」と聖書に書いてあるからです。

今もそれは変わりません。神はあなたが創造主を知り、キリストを信じて、あなたの魂のルーツ
に戻るのを本当に心待ちにしておられます。

聖書預言の正しさは、「聖書の約束はどんなに信頼しても大丈夫なんだよ」ということを告げて
いる言葉でもあるんですね。
どうぞ黙示録を通して、また聖書のメッセージを通して、あなたの救い主イエス･キリストを信じ
てください。心からお勧めします。

チャンネル登録もお願いします。ではまた ごうちゃんねるでお目にかかりましょう。
皆さん、お元気でいてください。さよなら！

**********************************************************************
☆引用：新日本聖書刊行会「聖書 新改訳 2017」いのちのことば社,2017


